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鈴木奈穂美 本研究所所員 
施 錦 芳 本研究所所外研究員 
 
〈編集後記〉 
「ワーク・ライフ・バランス（ＷＬＢ）」とは、「仕事と生活の調和」を意味し、2007 年 12
月の政府の「ＷＬＢ憲章・行動指針」によると「国民一人ひとりがやりがいや充実感を感じな
がら働き、仕事上の責任を果たすとともに、家庭や地域生活などにおいても、子育て期、中高
年期といった人生の各段階に応じて多様な生き方が選択・実現できる」ことと定義されている。 
2010 年 6 月の憲章・行動指針の新しい「合意」では、「ワーク・ライフ・バランス」に、新
たに「ディーセント・ワークの実現（生きがいのある人間らしい仕事）」とともに、「新しい公
共への参加」が付加された。この「新しい公共」とは「官だけでなく、市民、NPO、企業など
が積極的に公共的な財・サービスの提供主体となり、教育や子育て、まちづくり、介護や福祉
などの身近な分野において、共助の精神で活動する」ことを意味するとされている。 
鈴木奈穂美論文は、このワーク・ライフ・バランス論に、「新しい公共」の概念をどのよう結
びつけるかを研究課題とする意欲作である。2000 年以降わが国で進みつつあるワーク・ライ
フ・バランスの諸施策と研究動向を踏まえ、新しい公共性の概念を考察した上で、人々が「公
共性の担い手になることで、人間関係の希薄化から脱出し、人々の生活上のリスクを縮小する
ことにつなが」り、「生活の中の市場経済の部分だけではなく、非市場社会の部分を評価してい
くよう、生活構造のパラダイム転換が求められている」との鋭い指摘がなされている。 
鈴木論文の視座は、90 年代以降、ハーバーマスの「公共性の構造転換」に代表される「新し
い市民社会論」の議論を想起させるものがあり、たいへん興味深い。 
2000 年以降、中国は、急速な経済発展にともない、経済援助を通じて、アフリカ諸国との関
係を強めてきている。 
施錦芳論文では、2000 年以降の中国のアフリカ援助の特質と、そこに内在する問題点が分析
されている。 
そこでは、中国の対アフリカ援助の実態について、2000 年 10 月から 4 回にわたり開催され
た「中国・アフリカ協力フォーラム」における議論をもとに、中国の援助政策が明らかにされ、
2006 年以降の経済・社会分野における協力関係の緊密化が描きだされている。 
さらに、施論文では、そうした中国・アフリカ関係の経済援助を媒介とする緊密化には、次
のような問題点があることを指摘している。 
中国の対アフリカ援助は「新植民地主義」に基づくとの批判があること、中国の対アフリカ
援助の実施を担当する中国側の企業が地元の環境を破壊し環境汚染を及ぼしていること、中国
の援助方式はＯＤＡなど政府主導によるものであるのでもっと民間援助やＮＧＯの援助が期待
されること、中国の援助には先進国や国際機関の経験が充分に生かされていないこと、アフリ
カ援助を含む対外援助の評価システムはまだ不充分であること、中国政府は他の援助国との連
携が弱いことなどである。 
施論文では、こうした問題点を克服するためには、「中国の対アフリカの援助をアフリカミレ
ニアム開発目標に向かって貢献することが期待される」と指摘する。 
施論文は、中国のアフリカ援助の実態と問題点を冷静かつ実証的に論証し、急激な発展を続
ける中国経済の一側面をビビットに伝えており、新鮮な思いで読ませていただいた。 
両論文とも力作である。これからの研究の展開と発展が期待される。 
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